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情報科指導法(16T以降) 畑　秀明 他

Teaching Method & Instructional Design of Information Studies 香山　瑞恵

4 前期 金曜･１時限 金曜･２時限

工W1-215教室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】様々な課題を見つけ取り組む力が身についている。 情報に関する知識，技術，課題に基づき学習指導案を作成する
ことができるようになる
⇔

２６Tカリ

【26T～】共通教育による幅広い教養と，工学の専門分野におけ 情報に関する知識，技術，課題に基づき授業を実践することが
る基礎学力が身についている。 できるようになる

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本講義では以下の事柄に関して学ぶ．
・学習指導要領総則に示された情報活用能力の育成の在り方について理解する．
・教科「情報」の目標や内容を理解し，情報活用能力の体系表に基づく系統的なカリキュラム編成法に
ついて理解する．
・共通教科「情報」と他教科等との関連について理解する．
・共通教科「情報」の内容や特色を理解する．
・普通教科「情報」と専門学科科目「情報」との目的や内容の違いを理解する．
・模擬授業等を通して共通教科「情報」の教材開発や授業設計・展開・評価等について体験的に学ぶ．

(5)授業計画 第１回：教科「情報」の意義
第２回：情報の科学的な理解
第３回：「情報」教育における情報活用能力の育成
第４回：情報利活用のための実践力
第５回：教科「情報」の教育課程編成と指導法
第６回：教科「情報」と他教科との関係
第７回：情報教育を支える人的・物的要件
第８回：授業設計の基礎・基本
第９回：効果的な教材開発
第１０回：評価法について
第１１回：教育データの扱い
第１２回：「情報社会の問題解決」について（含指導案作成）
第１３回：「情報セキュリティ」について（含指導案作成）
第１４回：「コミュニケーション」について（含指導案作成）
第１５回：「情報デザイン」について（含指導案作成）
第１６回：「社会への参画」について（含指導案作成）
第１７回：「協調的コミュニケーション」について（含指導案作成）
第１８回：「情報表現」について（含指導案作成）
第１９回：「コンピュータ」について（含指導案作成）
第２０回：「情報利活用」について（含指導案作成）
第２１回：「プログラミング」について （含指導案作成）
第２２回：「情報通信ネットワークとデータの活用」について（含指導案作成）
第２３回：自己表現・情報創造力を育成するための授業設計と展開
第２４回：自己表現・情報創造力を育成するための教材開発
第２５回：模擬授業に向けて教材研究・指導案作成
第２６回：指導案の検討
第２７回：模擬授業の実施(グルーブごと)
第２８回：模擬授業の分析・評価(グルーブごと)
第２９回：指導案の修正・改善と模擬擬授業の実施
第３０回：模擬授業の成果発表

(6)成績評価の方
法

最終成績は授業中の課題およびレポートと指導案のすべてに合格した者を対象に評価するものとする．

(7)成績評価の基
準

・授業中に与える課題への取り組みを重視する．
・トピック毎に課すレポートや指導案作成の成果を５段階（A,B,C,D,E）で評価し，A～Cの者を合格とす
る．
・情報科の各科目に対する指導案を１単元以上作成すること．

(8)事前事後学習
の内容

(9)履修上の注意 情報科の教員免許取得のための必修教科である．
教員免許の取得を強く希望する者の履修を期待する．



(10)質問,相談へ
の対応

電子メールにて随時対応可能．

(11)その他

【教科書】 高等学校学習指導要領(平成30年告示)
高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説 総則編
高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説 情報編，文部科学省

【参考書】 高等学校情報Ⅰの教科書


